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【５月】 

西東京市に

は、どんな人

が住んでいる

のか。そして、

障害者や高齢

者などに注目

し、もしかし

たら暮らしに 

 

まとめ 

「西東京市をくらしやすい町に」 

・西東京市は誰もが暮らしやすい町なのか調査をする。 

・西東京市に住む障害のある方々から話を聞いたり、町の人へインタビューをしたりする。 

・自分たちの行動で、直接情報を入手するため、課題意識をもって取り組むことができる。 

・地域の福祉の現状と自分たちとの関わりについて気付き、地域に愛着をもつとともに、

地域のために、自分たちにできることを考え取り組んでいく。 

くいのではないか。そこから、西東京市は、誰もが

暮らしやすい町になっているのか、調べようという

課題設定をしました。 

【６月】 

視覚障害、聴覚障害の方や車

いすの方との交流をしました。

どのような生活をしているか、

暮らしやすさについての考え

などを知ることができました。 

【９月】 

街頭インタビューをしました。市役所や駅前、田無

神社、公園など、いろいろなところに出かけ、調査を

行いました。町の方々に「西東京市は暮らしやすい町

だと思いますか？」と、インタビューし、町の人の思

いを聞き、情報収集をすることができました。 

【９月】 

これまで集めた情報を

整理・分析しました。暮ら

しやすさにとって大切な

ことは何か、まとめをし

ました。分析の結果から

大切なことは「人と人と

の優しいつながりや関わ

り」と考えました。ここか

ら自分たちにできること

は何か、次の課題設定を

していきます。 

子どもたちは、様々な人と出会い、交流しました。障害者の方々との出会いで、暮らしをよくするためにいろい

ろな道具があることやサービスがあることを知りました。しかし、逆にバリアフリーにしすぎるのも良くないとい

う話もしていただきました。また、耳が聞こえなくても、目が見えなくてもそこには人と人とのかかわりがあるこ

とに気づきました。街頭インタビューをする中でも、優しくインタビューに応じてくださる町の方々との出会いが

ありました。「人と人とのつながり」が暮らしやすい町にとって大切だということを学びました。 


